原子力発電の安全性に関する提案
　大阪府、大阪市においては、持続可能な成長を支えるため、原子力から再生可能エネルギーをはじめとする多様なエネルギー源への転換により、中長期的には原発依存度の低下を図り、真に「安定」「安価」、そして「安全」な地域の特性に応じた新たなエネルギー社会の構築に向け、府市共同のエネルギー戦略の策定に取り組んでいます。
原子力発電については、福島第一原子力発電所の事故から１年が経過し、その影響が極めて深刻、広範かつ長期に及ぶ実態が明らかになっており、原子力災害が絶対にあってはならないことを改めて強く認識しているところです。
このことから、政府においては、原子力発電の安全性に係る下記の８点について、万全の措置を講じられることを求めます。
１．国民が信頼できる規制機関として３条委員会の規制庁を設立すること
２．新体制のもとで安全基準を根本から作り直すこと
３．新体制のもとで新たな安全基準に基づいた完全なストレステストを実施すること
４．重大な原発事故に対応できる防災基本計画と危機管理体制を構築すること
５．原発から事故の影響が見込まれる例えば100キロ程度の都道府県との協定を締結できる仕組みを構築すること
６．使用済み核燃料の最終処理体制を確立し、その実現に取組むこと
７．電力需給について徹底的に検証し、その結果を開示すること
８．事故収束と損害賠償など原発事故で生じるリスクに対応できる仕組みを構築すること
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